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西原町教育委員会との地域連携事業協定調印式
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　本学の創設者仲里朝章氏が学長であられたと

き、私は初めてこの大学で教鞭をとる事ができ、

大変に光栄に思います。1959年、私は大学を卒

業したばかりでしたが、英語を教えるため3年

の契約で沖縄にやってきました。その頃、私は

日本語が話せず、仲里先生も英語が達者ではあ

りませんでしたので、先生の信仰やこの学校へ

の思い・ビジョンを直接お聞きする事はできま

せんでした。しかし、日本人で、米国にある

ディサイプル教会の宣教師であった前田伊都子

先生が、しばしば私の隣に座し、仲里先生の日

曜日のメッセージを通訳してくださいました。

また、卒業式の告辞や他の行事の際のご挨拶は、

川平朝清先生が英語に通訳してくださいました。

    

　仲里先生がこの学校を設立した理由を知る機

会はいろいろあるのですが、先生の生き方、す

なわち、学生や教職員とどのように接してこら

れたかを見さえすれば、先生ご自身と先生のこ

の学校へのビジョンを知ることができます。先

生は学生に他者への気使いを教えたかったので

す。そして、先生ご自身いつでも他者へ奉仕す

るという備えをお持ちでした。私の個人的な経

験になりますが、一つ例を挙げてみましょう。

1960年の夏、１ケ月間日本語の勉強のため東京

へ行きました。仲里先生は、御用で既に東京へ

いらしていました。同じ東京といってもかなり

離れたところです。ある日、先生は健康があま

り優れていらっしゃらなかったのですが、わざ

わざ私を訪ねてくださったのです。その日はと

ても暑い日でした。ドアのベルが鳴り、仲里先

生がドアの前に立っているのを見て、とても驚

きました。彼は、この若い外国人教師が心配で、

列車と路面電車を乗り継ぎ2時間もかけて私の

様子を見にいらしてくださったのです。

　彼は、この学校の学生が平和を創り出す人・

ピースメーカーになることを望みました。そし

て、平和の架け橋はどのようにして創り出せる

のかを、先生ご自身が他者とのかかわりで示し

てくださいました。牧師と宣教師のミーティン

グでは、しばしば議論が激しくなりましたが、

先生の言葉はいつも議場の怒りを和らげ、信頼

を築きあげました。

　あれから50年経ち、今、私は学長です。私は、

彼と同じ身の丈ではありませんが、彼の足跡を

たどるよう努めています。仲里先生のこの学校

に対する建学の精神は変っていません。その精

神で持って、私たちは学生に、奉仕すること、

平和を創り出す人・ピースメーカーになること

を教え続けなければなりません。

　この学校の実績を称えます。そのいくつかを

この学報でお読みいただくことが出来ます。し

かしながら、私たちが多くの問題に直面してい

ることを認めないわけにはいけません。しかし、

単に私たちだけでこれらの問題に直面している

のではありません。仲里先生がかつて私におっ

しゃったことがあります。「神様のお恵みに

よってこの学校は創られた」ということです。

仲里先生が私たちに示してくださったように、

神様のお恵みによって私たちは教育目標を堅持

することが出来ると信じています。

学長　Randolph H. Thrasher

仲里朝章先生に倣う
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　キリスト教に根ざした「平和」の研究・発信・実践を目的として、本学に沖縄キリスト教平和研究所が開設

されました。開所式（礼拝）が１０月３０日に関係者が多数参加する中、粛然と行われました。その後の懇親会で

は、上間明西原町町長のご挨拶をはじめ、研究所並びに研究者の紹介などがありました。

　２００７年４月９日に本学は創立５０周年を迎えました。

その記念に５０年の記録と関連して行われた諸行事の

模様を収めた記念誌をこのほど作成しました。
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保 育 科保　　育　　科

　親子ふれあい地域支援事業として昨年度に引き続き開催されました。１０月から１月までの各月１回、保

育科の全学生を４つのグループに分けて、それぞれの回を企画・運営しました。

第1回　10月31日（土）14：00～17：00

行こうよ！　丘の上のハローウィンパーティーみんなでわいわい　trick or treat
　クッキーやお面づくり、劇もありました。

ワイワイプラザinキリ短開催される。ワイワイプラザinキリ短開催される。

第2回　11月28日（土）14：00～17：00

パクパクトントンワイワイ
　簡単な工作やお菓子作り、短大のお兄さん・お姉さんたちと一緒に遊んだよ。

第3回　12月19日（土）14：00～17：00

ハッピークリスマス～すてきなおくりもの～
　絵本の主人公になって、サンタの国を冒険しました。ツリーも作ったよ。

第4回　1月16日（土）14：00～17：00

力を合わせてゴールへゴー！！　わくわくファミリー探検隊
　お化け屋敷がキリ短に出現。ぜんざいも甘くて温かくておいしかったね。

　学生達は達成感を感じながらも、「準備不足」などを反省していました。

　この催しは、２０１０年度も実施します。

◎参加者の感想
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　２月９日に「ミニコンサート」が行われました。今回は「２０人の奏でる美しい調べ～癒しのひとときをあ

なたに～」と題し、前半はピアノのソロ演奏、後半はアンサンブルとピアノ連弾の２部構成でした。会場の

仲里朝章記念チャペルを一杯にした聴衆は、時を忘れ素敵な音色に聞き入っていました。

　選曲は、普段耳にすることが多い曲を中心としています。ピアノをはじめトランペット、三線、ハンドベ

ルの演奏と歌唱。それらの生の響きに身を浸せるのは、やはり演奏会ならではの醍醐味といえるでしょう。

学生らの演奏もさることながら秀逸だったのは、保育科教授の大山先生と講師を務める津田、神谷、糸洲の

３名の先生方による県内初かもしれない１台８手連弾での「ギャロップ・マーチ」（Lavignac 作）でした。

　また、コンサートを終えた後の先生方と保育科２年の学生、総勢２０名の顔には、聴衆を魅了した満足感か

らか心地よい笑みが浮かんでいました。

　今回の受講生にはいませんでしたが、例年５、６名の学生は入学後に初めてピアノに触れる人もいてその

成長ぶりにも驚かされます。来年の音楽Ⅲ受講生による「ミニコンサート」開催の折には、楽しい一時を共

にしませんか。

�����������　音音音音音音音音音音楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ受受受受受受受受受受講講講講講講講講講講生生生生生生生生生生がががががががががが熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱演演演演演演演演演演音楽Ⅲ受講生が熱演　�����������

「戦後の沖縄における教会の歩みと回顧―苦難の中での平和への願い」（全１３回）
　２０１０年２月から開催いたします。

沖縄キリスト教平和研究所連続講座

講師プロフィール（２０１０年２月現在）講師名開催予定日

日本基督教団沖縄教区牧師、沖縄人権協会理事、一坪反戦地主会共同代表、
元沖縄キリスト教短期大学学長

平 良　 修２月２３日（火）１

沖縄バプテスト連盟神愛教会牧師、沖縄宣教研究所所長
沖縄キリスト教協議会議長

饒平名　長　秀３月２３日（火）２

日本基督教団沖縄教区牧師、元日本基督教団沖縄教区総会議長山 里 勝 一４月２０日（火）３

日本基督教団首里教会会員真榮平　房　敬５月１８日（火）４

日本基督教団沖縄教区牧師、元沖縄キリスト教短期大学学長
元日本基督教団沖縄教区総会議長

金 城 重 明６月２２日（火）５

日本基督教団コザ教会牧師、児童養護施設愛隣園理事長
元日本キリスト教団沖縄教区総会議長

名 嘉 隆 一７月２０日（火）６

日本聖公会沖縄教区前主教仲 村 實 明１０月１９日（火）７

日本基督教団隠退牧師仲尾次　清　彦１１月１６日（火）８

沖縄バプテスト連盟宮古教会名誉牧師
社会福祉法人鳳福祉会理事長（小羊保育園）

城 間 祥 介１２月１４日（火）９

沖縄バプテスト連盟中城城東教会牧師名 護 良 健
２０１１年
１月１８日（火）

１０

日本基督教団志真志伝道所会員、琉球大学名誉教授中 原 俊 明２月２２日（火）１１

元沖縄キリスト教短期大学学長、元沖縄キリスト教学院理事長大 城　 実３月２２日（火）１２

沖縄キリスト教学院理事長、前沖縄キリスト教学院大学・短期大学学長神 山 繁 實４月１９日（火）１３

●期　　間：２０１０年２月～２０１１年４月（１３回）　月に一度開催（但し、８月～９月は夏期休暇の為お休みとします）
●場　　所：沖縄キリスト教学院大学・短期大学　シャローム会館大教室
●開講時間：１９：００～２０：３０　　　●受　講　料：３００円（１回に付）
●申込み・問合せ先　　＊電話、ファックス、メールのいずれかで申込みください。（定員１３０名）
　沖縄キリスト教学院　沖縄キリスト教平和研究所
　住所：〒９０３－０２０７　西原町字翁長７７７番地
　TEL ：０９８-９４６-１２７９　FAX：０９８-９４６-１２４１、０９８-９４６-１２３７
　E-Mail：ocpi@ocjc.ac.jp
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　「第3回高校生英語ライティングコンテスト“Power of the Pen”開催」　
� ��������������������������������

� ��������������������������������

　英語コミュニケーション学科主催。２００９年９月２６日開催。結果は次のとおりです。（敬称略）

【Grand Prize】 ������（沖縄尚学高校３年）　　　【Second Prize】　�����（球陽高校２年）

【First Prize】 ������（沖縄尚学高校３年）

　「第20回高校生英語弁論大会開催」　
� �����������������

� �����������������

　２００９年１２月１２日第一次審査を通過した１２人が出場しました。結果は次のとおりです。（敬称略）

【１位】　�����（沖縄尚学高校１年）　　　【Best impromptu賞】　�����（那覇国際高校２年）

【２位】　�����（那覇国際高校２年）　　　【学長賞】　�����（首里高校２年）

【３位】　�����（開邦高校２年）

　5大学連携の金融講義　
� �����������

� �����������

　本学と沖縄大学、沖縄国際大学、名桜大学、琉球大学の５大学が連携した講義「金融理論と実務の基礎」

が１０月１０日より開催されました（全９回）。５大学で１つの講義をもつというのは県内初で、金融についての

知識を大学の教員からだけではなく、銀行や証券会社の職員からも学ぶというものです。本学では人文学部

の高崎正名教授が講義を担当しました。

　「第２９回学内英語弁論大会開催」　
� ���������������

� ���������������

　２００９年１０月２９日（木）３人が出場しました。結果は次のとおりです。（敬称略）

【１位】　（ライル・アリソン特別指定奨学金３０，０００円授与）
 �����（英語コミュニケーション学科２年）
 "Father"
【２位】　（賞金２０,０００円授与）
 �����（英語コミュニケーション学科２年）
 "No Man is an Island"
【３位】　（賞金１０,０００円授与）
 �����（英語コミュニケーション学科４年）
 "Not to Ruin Your Life"

英語コミュニケーション学科英語コミュニケーション学科　＆＆　英語科英語科

　科学研究費補助金・大平正芳記念財団学術研究助成費　獲得　
� ���������������������������

� ���������������������������

　英語コミュニケーション学科の本浜秀彦准教授が平成２１（２００９）年度科学研究費補助金（基盤研究Ｃ）、及び

大平正芳記念財団第２３回環太平洋学術研究助成費に採択されました。

【科学研究費補助金課題名】　文学・視覚メディアにおける「沖縄人」の＜顔＞の表象についての研究

【大平正芳記念財団学術研究助成費研究課題名】　沖縄と太平洋の島々を結ぶ文学研究ネットワークの構築
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　下地さん、伊礼君が全国表彰　
� ��������������

� ��������������

　平成２１（２００９）年度日本学生支援機構の優秀学生顕彰事業で英語コミュニケーション学科の下地麻衣子さ

ん（４年）と伊礼浩和君（４年）が表彰されました。

　下地さんは、文化・芸術部門の大賞。クラッシックバレエを長く続けており、フランスで行われた第２９回

カルポー賞コンクール・シニア部門で第２位、グラース国際クラッシックバレエコンクール・プロフェッショ

ナルクラスで第３位といった活躍が評価されました。伊礼君も同部門の奨励賞でした。イギリスであった

EU Karate and Kobudo Tournamentの型/組手/古武道（棒）/サイのそれぞれの部で優勝しました。

　１２月１２日東京のアルカディア市ヶ谷で行われた表彰式では、受賞者を代表して下地さんが挨拶をしました。

　学Ｐ　沖縄リーグで売り上げ第一位　
� ����������������

� ����������������

　沖縄ファミリーマート主催の「学Ｐ沖縄リーグ２００９」で３年の高崎ゼミの学生

たち（代表 仲里朝博君）が、総販売数と総販売金額で参加６大学中一位となり、

トップ販売賞に輝きました。これは、学生らが企画・開発した弁当・デザートの売り上げを、ＣＭの作成・

収録や店頭での販促などを含めたトータルな実践をしながら競うものでした。今回学生らが開発したのは

「白ごまっ茶」と名づけた白ゴマと抹茶をつかった豆乳プリンでした。出来の良さは売り上げトップが示すと

おりのものです。昨年も高崎ゼミの先輩らが好成績を収めており、学生らのセンスの良さに感心しました。

大 学 院大　学　院

　大 学 院 講 演 会　
� ���������

� ���������

　２０１０年１月２３日、立教大学異文化コミュニケーション学部の久米昭元特

任教授をお招きして「沖縄キリスト教学院大学大学院２００９年度講演会」が

シャローム会館１－１教室にて開催されました。

【演題】　小集団にみるコミュニケーション・スタイルの国際比較

　　　　　　　　���������	
��
����

　大 学 院 の 動 向　
� ���������

� ���������

　沖縄キリスト教学院大学大学院異文化コミュニケーション学研究科修士課程では、

初の修士号取得者を出すことになりました。

【氏　　　名】　鎌田　史（かまだ　あきら）

【学　　　位】　修士（異文化コミュニケーション学）

【修士論文名】　日本の英文学教育における現状と課題

　　　　　　　―グラウンデッド・セオリー・アプローチに基づいた学生の「語り」の分析―

（英 語 表 記）　The Present Situation and the Problem of English Literary Education in Japan
　　　　　　　--Analysis of Students' 'Narratives' Based on the Method of Grounded Theory--
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　２００９年８月２６日から２８日までの２泊３日で行われました。本学を出発し嘉手納、伊江島、名護市辺野古そ

して東村高江等ニュースに何度も登場する地を実際に訪ね、沖縄の現在を目にするとともに過去に思いをは

せ、平和の大切さを学ぼうという企画です。

　今回は、総勢２４人。本学院の大学・短大・大学院の学生をとりまぜて１６人と教職員など学校関係者が５人、

長崎ウェスレヤン大学の学生も３人参加していました。

　また、報告は１０月１９日の月曜礼拝の中でスクリーンを使い撮影した写真を織り交ぜながら行われました。

サマー聖書キャンプサマー聖書キャンプ

主なプログラム
8月28日（金）8月27日（木）8月26日（水）

�東村高江にて新ヘリパッド建設

予定地の反対座り込みテント村

を訪ねる。

�ヌチドゥタカラの家の見学と講話

�名護市辺野古にて反対座り込み

をされてる方々の聞き取りと海

上からの視察

�フィールドワーク

嘉数高台、沖縄国際大学、ハン

ビー飛行場跡地（ハンビータウ

ン）、北谷町砂辺、道の駅かでな

宗 教 部宗　　教　　部

沖縄キリスト教平和研究所沖縄キリスト教平和研究所

　２００９年９月１２日、シャローム会館を会場に自衛隊イラク派兵差止訴訟原告代表の池住義憲氏を講師に迎え

講演会が行われました。沖縄キリスト者憲法９条の会、沖縄キリスト教協議会と共催でした。

講演会「自衛隊イラク派兵差止訴訟」“違憲判決”を聞く講演会「自衛隊イラク派兵差止訴訟」“違憲判決”を聞く

　2008年4月17日、名古屋高裁で、「イラクで行われている航空自衛隊の空輸活動は、イラク特措法

及び憲法9条に違反する活動を含んでいる」との画期的な判決が下されました。又、平和的生存権は、

基底的権利として憲法上の法的な権利として認められました。平和憲法が施行されて以来、確定した

「憲法9条違反」判決としては初めての歴史的な判決です。この判決を全く無視した政府の行動が続いて

います。今、私たちは、危機感をもってこの判決の内容をよく学び、平和憲法を生かす働きへとつなげ

たいと願います。 （講演会の案内文より）

※上記シンポジウムと講演会の記録DVDを貸し出します。沖縄キリスト教平和研究所までご連絡下さい。

　TEL：０９８-９４６-１２７９　E-mail：ocpi＠ocjc.ac.jp

「ベッテルハイムの琉球伝道」と「沖縄」・「日本」の宣教を考える

　２００９年６月２７日に、シャローム会館にて開催しました。沖縄宣教研究所、沖縄キリスト教協議会と共催。

プロテスタント宣教163年記念シンポジウムプロテスタント宣教163年記念シンポジウム
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　２００９年３月１６日、西原町教育委員会と「地域連携事業に関する協定」が締結さ

れました。本年度は、手始めとして西原町立の４小学校を対象に先生方への理科

の実験方法の指導や授業の現場でのサポートをしています。

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいののののののののののののののののののののののののののののののののちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちををををををををををををををををををををををををををををををををつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつななななななななななななななななななななななななななななななななぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーススススススススススススススススススススススススススススススススハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 22222222222222222222222222222222000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000099999999999999999999999999999999地球市民月間～いのちをつなぐアースハーモニー2009
　飢餓、貧困、紛争、災害などに直面している人々の現状を知り、地球に住むひとりの人間として共に考え、行動してい

くため、５月１日（金）～６月１４日（日）の期間中、「地球市民月間～いのちをつなぐアースハーモニー２００９」と題し、

前年度に引き続いて「平和文化」をテーマとする事業を学外団体等と連携して開催しました。（国際平和文化交流センター）

★地球市民パネル展　～HAPPY SMILE in ASIA～
（共催：ONE LOVE）

5月11日（月）　～　6月13日（土）

　本学の海外研修で訪れたフィリピン、ネ

パールで撮影した写真を学内に展示しまし

た。貧困で苦しむ人々は世界の人口の８０％

を占めると言われていますが、便利で豊か

な生活を送る私たちとは遠く無関係な現実

なのでしょうか？　途上国の暮らしやそこ

に暮らす人々の笑顔と向き合うことで、沖

縄に住む私たちの生活と途上国とのつなが

りを問い直すパネル展となりました。

　

★講演会「やんばるからのメッセージ　～VOICE OF TAKAE～」
6月11日（木）

　東村高江で米軍ヘリパット建設に反対し、２４時間座り込みを続けている住民を招い

て、やんばるの現状からつながる地球全体の自然、軍事と平和について考えました。

高江在住の比嘉真人さんが撮り続けているDVD上映と併せて、開発や基地建設と引替

えに犠牲を強いられている沖縄の自然と地元の人々の暮らしについてより深く知るこ

とができました。ある学生は「高江に米軍ヘリパッドが存在するということは、沖縄

の島に育ち生きる私たちだけではなく、全てのいのちに関わる。大学に集まる若者た

ちで力を合わせて沖縄といのちを守りたいです。」という感想を残してくれました。

　

★映画「女工哀歌」上映会＆トークショー
（NGO・フェアトレード取扱団体等６団体合同イベント、共催：桜坂劇場）

6月13日（土）・14日（日）

　目まぐるしく移り変わるファッショントレンド。おしゃれなデザインを安い価格で提供

する企業の大量生産を支えている、生産者たちの過酷な労働条件。その一例として、世界

の衣料品の大半を生産している中国の工場に密着したドキュメンタリー映画「女工哀歌」

を上映しました。上映前後には、映画の理解を深めるため

のトークショーを行い、沖縄でフェアトレード商品を扱っ

ている団体の方々のお話を伺いました。２日間を通して約

５００名の来場者があり、現代の量産量販の流通体系の背景

にある生産者と、消費者である私たちとのつながりについ

て共に考えることができました。

西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへのののののののののののののののののののののののののののののののの理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始ままままままままままままままままままままままままままままままままるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる西原町への理科教育支援始まる
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シャローム会館に同窓会・後援会事務室設置シャローム会館に同窓会・後援会事務室設置

　同窓会と後援会共同の事務室が２００９年４月、シャローム会館２階に設置されました。特に会員が１万２千

名に達する同窓会においては、母校を支援する団体としてますます活躍が期待されるなか、活動の拠点設置

が待ち望まれていました。会発足（１９６２年１月２１日設立）から４７年の歳月を経てようやく実現した活動拠点

の確保です。同窓生相互の交流の場として大いに活用され、活動の活性化に繋げていきたいと願っています。

　事務室は同窓会と後援会が協力して運営し、嘱託職員１名を配置しています。これまで学院の事務部門で

取り扱われていた同窓会事務（総務課所管）と後援会事務（財務課所管）は、同窓会・後援会事務室に移管

され、新校舎シャローム会館での活動を開始しました。

同窓会
情報

『私が伝えたいことー「史」
と「志」と「仕」の三字に
 因 んで』
ちな

川平　朝清　氏
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『人づくりと地域力』
～ぴとぅるぴき・むーるぴ
き（一人が変われば、皆が
変わる）～

平田　大一　氏
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同窓会役員改選、譜久原朝儀会長再任へ同窓会役員改選、譜久原朝儀会長再任へ

　２００９年度同窓会定期総会が７月１７日（金）沖縄キリスト教学院において開催された。

　任期満了に伴う役員の改選があり、譜久原朝儀会長が再任された。任期は２００９年４月１日から２０１１年３月

３１日まで。

沖縄キリスト教学院大学・短期大学支援 基金造成チャリティーイベント開催沖縄キリスト教学院大学・短期大学支援　基金造成チャリティーイベント開催

「人づくりの根っこを求めて―講演・踊り・太鼓―」（２００９年１２月５日　会場：本学）

　今回のイベントは、同窓会活性化のために会員の交流・親睦を図り、学院の発展にいささかでも寄与でき

たらとの願いと、地域社会との連携という視点に立って開催。講師に、沖縄放送界の先駆者で東京沖縄県人

会会長の川平朝清氏と演出・脚本家の南島詩人・平田大一氏を招いた。講師自身の経験を踏まえそれぞれの

分野から“人づくりの根っこ”を語り、４００人の来場者に示唆と感動を与えた。また、平田氏と共演し「肝高

の踊り」を披露した同窓生・在学生と西原町棚原地区の青少年で構成される 弥  勒  太  鼓 の力強い演舞は会場を
み るく だい こ

大いに盛り上げた。

　※イベント収益金は８８１，７５４円で、同窓会費１１８，２４６円と合わせ１００万円を学院へ寄付いたします。
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It is never too late to become what you might have been.
なりたかった自分になるのに遅すぎるということはない。
２０００年の春。１年間の予定でロンドンに語学留学をする
ことにしました。イギリスの歴史の深さや英語の美しさに
憧れての留学でしたが、少しずつ日常会話に困らなくなっ
た頃、もっと専門的な勉強がしたくなり、一大決心をして
２４歳から大学の経営学部に入学することにしました。
イギリスの大学は、一般教養課程がなく、１年生から専

門の授業が始まるため、入学してすぐに授業についていく
厳しさを痛感しました。周りの学生と英語力に決定的な差
があったため、空いている時間は、大学併設の語学セン
ターに通いながら必死で勉強を続けました。一つの力がつ
く度に新たな目標ができるのは不思議なもので、卒業をす
る頃には、MBAを取得するという新たな夢が広がり、その
まま大学院へ進学しました。
欧米のMBAは、企業経営の実務家を養成する学部で、

ファイナンス、経済学、会計学、マーケティング、ヒュー
マンリソースマネージメント、企業戦略などを総合的に勉
強し、私の大学院では、卒業に２万２千語の修士論文の提
出が義務付けられていました。
毎日の膨大な量の課題やプレゼンテーションの連続で、

円形脱毛や味覚障害になり、あの頃の私の体は悲鳴を上げ
ていたと思いますが、それでも毎日、寝る間も惜しんで頑
張り続けた結果として、幸運にもMBA Student of the year
（最優秀学生賞）に選ばれた時には、まるで夢のようでした。
表彰式には、当時７７歳の祖母が、「とても名誉な事だか
ら」と、一人でロンドンまで来てくれ、涙を流して喜んで

くれたことは、私の人生の大きな
宝物です。
MBA取得後は、ロンドンの金

融街シティでリクルートメントに
就職し、コンサルタントとして働
きました。イギリスには約６００社
の日本企業が進出していますが、
その殆どの採用に関わることで、
人事担当者や経営者の理念や考え
方を知る事ができました。またサブプライム問題に始まっ
た一連の金融危機の中、マクロな経済状況に左右される企
業の動向を間近で感じる事ができたことも貴重な経験でした。
去年の４月に９年間のロンドン生活を終え帰国し、家業

の会社経営をしながら、新規事業の企画をしている最中に、
母校の沖縄キリスト教学院大学から非常勤講師の依頼を受
け、とても光栄に思うとともに責任の大きさを感じています。
後輩でもある学生達に、私がイギリスで学んだ「目標を

見つけ努力を続けていれば、必ず報われる日が来る」とい
う信念と、海外のリクルートで培った経験を授業に活かし
ながら、学生達に負けないように私も日々努力して行きた
いと思っています。

夢に向かって
子どもに携わる仕事に就きたい、そ
んな夢を持ち大学選びは迷わずこの沖
縄キリスト教短期大学保育科を選びま
した。在学中は、熱心な先生方の指導
の下、同じ夢を持つ仲間と励ましあい

ながら、有意義な学生生活を過ごしました。そして１年次
の施設実習は、私の夢に大きく影響を与えました。発達に
遅れや障害のある子どもたちのための母子通園施設。一人
ひとりに応じた丁寧な保育・支援に感銘を受け、いずれは
このような職に就きたいと思うようになりました。
卒業後は、保育者としてのスキルアップを図るため、幼

稚園教諭として働き、また地域では“子どもの居場所作り”
として文化活動を進め、あらゆる面で子どもと携わる活動
に取り組んできました。そしてチャンスは突然舞い込んで
きました。母子通園事業所 　保育士募集のお知らせ。正
直始めは自信がありませんでしたが、数少ない職種であり、
学生時代からの夢であったことが私の背中を押しました。
そして念願の職に就くことが出来、現在に至っています。

職場では、個性豊かに生きる子どもたちと、愛情たっぷ
りに我が子を思い接する保護者の姿を直に見て、保育士と
しての意義・使命感を感じる毎日です。先輩の先生方には、
個々への対応や保育内容を何度も試行錯誤するなど、『向
き合うこと』＝『その子を知ること』＝『その子にあった
対応をすること』、という在学中に学んだ保育の基本的な
考えを実践して教えていただき、私もその一人として誇り
を持って仕事をしています。
沖縄キリスト教短期大学で学んだ知識、サークルや学生

会、地域での活動、そしてそこで出会った先生方や仲間、
携わった全ての方のおかげで今の私があると思っています。
そのことに感謝することを忘れず、これからも私らしく私
にしか出来ない生き方ができるよう日々努力していきたい
と思います。

�　�　�　略　　歴　�　�　�
１９９８．３ 沖縄キリスト教短期大学卒業。
２０００．４～２００５．６ 渡英し英語を学ぶ。専門学校を経て、ウェストミンス

ター大学に入学。経営学を専攻、学士取得。
２００７．６ ロンドンサウスバンク大学院 経営学修士取得、Student 

of the Yearに選ばれる。
２００７．７～２００８．３ JACリクルートメントロンドン勤務。企業の採用を手伝

うコンサルタントとして働く。
２００２．４～現在 鍾乳洞古酒蔵運営、カフェレストラン長楽、田芋工房き

ん田などを経営するインターリンク沖縄の取締役就任。
２００９．１０～現在 沖縄キリスト教学院大学、琉球大学にて非常勤講師を勤める。

�　�　�　略　　歴　�　�　�
２００５．６  “子どもの居場所作り”の為、浦添市にて子ども演劇団体

「浦添ゆいゆいキッズシアター」の立ち上げメンバーとし
て活動。市を中心に文化活動に取り組む。

２００７．３ 沖縄キリスト教短期大学卒業。
２００７．４～２００９．３ 浦添・那覇市にて幼稚園の臨時教諭として勤務。
２００８．１２ 「浦添ゆいゆいキッズシアター」代表となる。
２００９．４～ 浦添市社会福祉協議会　児童デイサービス事業所「たん

ぽぽ園」保育士として勤めている。

卒業生紹介

大村　沙季子（おおむら　さきこ） 保育科４９期

豊川　明佳（とよかわ　さやか） 英語科４０期
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退 職 に 際 し て

　６年間の短い在職期間でしたが、風光明媚な四方の風景が見渡せる丘の上の小奇麗な

キャンパスで教育・研究に関わらせてもらったことに対し、関係者の皆様に心からお礼を

申し上げるとともに、感謝の念でいっぱいです。多少、心残りはありますが、潮の引き時

と心得て、「老兵はただ静かに去るのみ」をモットーに本学院に「さよなら」を告げます。

去るにあたってぜひ一筆をとの要請がありましたので、「徒然なるままに」心に浮かぶこ

とを、２つ３つ書き留めておきます。

　まず、大学における教育・研究に関することです。大学教員にとって、研究している

分野が授業科目に活かされるのは、幸いであり、生きがいを感じるものでありますが、そ

ういう幸運はめったに来ないのが現実です。特に最近では、大学改革の影響を受けて専門科目に関しては基礎的

なことに止め、大学院でそれを深めさせることになってきているので、学部教育の段階では幅広い教養教育的な

専門科目の講義内容が要求されているのです。それに加えて、本学ではリベラル・アーツ・カレッジ的なカリキュ

ラム編成となっているため学部教育全体が教養教育的色彩の強いカリキュラムになっています。しかし、そうい

う状況にあっても専門性を持ち、かつ研究分野を鮮明にしておくことが大学教育では極めて重要なことです。一

般的・総合的な事象を説明するにあたって、特定の専門的立場からの具体的な論証が、読者あるいは聴取者にとっ

て分かりやすいからです。

　また、大学においては、教員は学生たちとともに学び、かつ研究する姿勢が大切であるように思われます。その

ようなことを勘案して、本学では集中して学ぶ領域設定がなされていて、ある程度の専門性が身につくカリキュ

ラム編成がなされています。しかし、第３者からみた場合には、今ひとつ領域設定の内容がはっきりしないとの

苦情が聞こえています。３年次からの「アカデミック・アドバイザー制」が設定された背景です。集中して学ぶ

３つの領域（１．インターナショナル・サービス　２．インターナショナル・ビジネス　３．異文化交流）に加え、

卒業論文や就職を意識した演習やゼミが行えるようにするグループの形成です。２０１０年度実施予定の外部評価を

機に、カリキュラムの自己点検・評価が実施され、改革・改善に向けて取り組んでいる最中ですが、本学の特色

である「実践的な英語力の養成」、「異文化交流の実践」、及び「幅広い教養教育の構築」など、本学の建学理念に

沿った「日本型リベラル・アーツ・カレッジ」の再構築を目指しつつも、学生や社会の要請に応えうる人材育成

に繋がるカリキュラムの改革・改善を断行してほしいものです。

　大学評価が普及する中、“Plan, Do, See, and Action”というフレーズが、改革・改善のサイクルとしてクローズ

アップされています。本学院４年制大学にそのフレーズを適用してみると、創設時の学部構想が“Plan”の段階で

あり、２００４年４月から現在までの６年間が“Do”の段階に相当します。そして昨年から着手した自己点検・評価

委員会を中心とする評価活動が、まさしく“See”の段階であると言えます。改革・改善をするためには、まず

もって現状の掌握と分析が基礎となり、次いで各課、または各委員会ごとの課題摘出及び整理が重要となります。

これらの基礎データを踏まえ、さらに大学の中・長期計画を視野に入れながら、自己点検・評価報告書の中に改

革・改善策を提示していくことが求められています。つまり、“Action”の段階とは、“Plan”がどのように実施さ

れてきたか、あるいは実施の過程で浮かび上がった課題にどのように対処してきたかについての自己点検・評価、

いわゆる“See”を実施する過程で、中・長期的な展望を踏まえながら、“Plan”に軌道修正を加え、これから７年

間の“Action Plan”にしていくサイクルの一巡だと理解されます。この“Action Plan”の構築に向けて、本学の教

職員が一丸になって取り組む姿を思い描きつつ、「心にうつるよしなしこと」を書き留め、退職の辞とさせていた

だきます。

英語コミュニケーション学科教授

仲地　弘善

退職教員メッセージ退職教員メッセージ
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学科長等任命（任期：２００９年４月１日～２０１１年３月３１日）

英語コミュニケーション学科長

　　　　伊佐　雅子（英語コミュニケーション学科教授）

英　語　科　長　　仲座栄利子（英語科准教授）

保　育　科　長　　吉村　壮明（保育科准教授）

総合教育系主任　　青野　和彦（総合教育系准教授）

＜沖縄キリスト教平和研究所＞

所長　　金　　永秀

　　　　　（英語コミュニケーション学科教授・宗教部長）

　　　　　（任期：２００９年４月１日～２０１０年３月３１日）

＜沖縄キリスト教学院大学＞

●昇任（４月１日付け）

　金　　永秀　　教授
　

●退職（９月３０日付け）　　　●退職（３月３１日付け）

　野崎　　茂　　教授　　　　　仲地　弘善　　教授

＜沖縄キリスト教短期大学＞

●採用（４月１日付け）

　前里　光盛　　英語科特任教授

　赤嶺　優子　　保育科准教授
　

●昇任（１０月２６日付け）

　上原　明子　　総合教育系教授

＜事務職員＞

●採用　　　　　　　　　　　　●退職

　４月１日付け　　　　　　　　　３月３１日付け

　　内間　貴士　　入試課書記　　　与儀　勝彦　　参与

　９月１日付け

　　東江　幹夫　　総務課主任
　

●異動

　９月１日付け

　　仲間　末美　教務課長（昇任　教務課主任・課長代行）

　　平良みどり　総務課主任（昇任　総務課書記）

 　2009年度2009年度　人事人事（２００９年４月１日～２０１０年３月３１日）（２００９年４月１日～２０１０年３月３１日）　 

四年制大学
１０，０００２宗 教 団 体

１５，０００１教 職 員

２５，０００３合 計

施設設備資金
１０，０００１父 母

６３０，１１０２同窓／在学生

１２０，０００３団 体

３，０００１宗 教

３６３，０００４宗 教 団 体

２，７０６１学校関係者

１３６，０００４教 職 員

１００，０００１一 般

６５０，０００１同 窓 会

５，５００，０００１後 援 会

７，５１４，８１６１９合 計

奨学金
８５，０００１同窓／在学生

４５０，０００９企 業

１００，０００１団 体

４６３，５００４宗 教 団 体

４，０００，０００１学校関係者

１，３４０，０００６教 職 員

５５０，０００１同 窓 会

３，０１０，０００１後 援 会

９，９９８，５００２４合 計

新校舎建設
３０，０００１父 母

６３，０００３同窓／在学生

９０，０００３企 業

１０，０００１宗 教

４５，０００３宗 教 団 体

５０，０００２学校関係者

３０，０００１教 職 員

９５，０００９一 般

４１３，０００２３合 計

５０周年記念
３，０００１教 職 員

１０，０００，０００１後 援 会

１０，００３，０００２合 計

学生会活動援助費
３００，０００１同 窓 会

２００，０００１後 援 会

５００，０００２合 計

沖縄キリスト教平和研究所
１４，０１２，２５２２宗 教 団 体

１４，０１２，２５２２合 計

英語弁論大会
１００，０００１宗 教 団 体

１００，０００１合 計

その他
１５０，０００１団 体

３０，０００２宗 教 団 体

１２０，０００１教 職 員

３００，０００４合 計

＊寄附へのご協力ありがとうございました。ここに感謝をもってご報告させていただきます。
　寄付指定（２００９年１月１日～１２月３１日まで）
　個人（３８件／￥６，７２２，８１６）　　団体（４２件／￥３６，１４３，７５２）　　合計（８０件／￥４２，８６６，５６８）

寄付感謝報告寄付感謝報告



��

���������	�
��
��

　２００８年度決算について報告いたします。

　計算書類は、文部省令「学校法人会計基準」に基づいて作

成されており、資金収支計算書は、当該会計年度の研究及び

その他諸活動に使用したすべての資金収支の内容等を明らか

にしたものです。

　消費収支計算書は、当該会計年度の消費収支内容及び均衡

の状態を示し、学校法人の経営状態を明らかにしたものです。

　貸借対照表は、当該会計年度決算時点における財政状態を

明らかにしたものです。

消費収入の部消費支出の部
金　額科　　目金　額科　　目
８１９，０２４，７００学生納付金収入６２０，１３５，１２２人件費支出
２０，０９７，１００手数料収入２３９，６１９，７１７教育研究経費支出
３３，７３４，３７１寄付金収入５８，３６０，３４８管理経費支出
１８２，１２４，６４６補助金収入１，０４１，７６２借入金等利息支出
１０，１４７，３４１資産運用収入４６７，３９４，３７０施設関係支出
５，０８４，６３２事業収入１２３，８９０，８４４設備関係支出
５６，３５８，９６５雑収入３５，５０６，０３０資産運用支出
３６０，０００，０００借入金等収入７０，３７６，３７０その他の支出
３９１，４５０，３７０前受金収入

予備費
２６０，３０３，６５６その他の収入
△４２７，４６７，７２６資金収入調整勘定△４０，６２４，１２２資金支出調整勘定
９７３，８２０，２７０前年度繰越支払資金１，１０８，９７７，８８４次年度繰越支払資金

２，６８４，６７８，３２５収入の部合計２，６８４，６７８，３２５支出の部合計

資金収支計算書 （単位：円）

消費収入の部消費支出の部
金　額科　　目金　額科　　目
８１９，０２４，７００学生納付金６２７，４３０，０３５人件費
２０，０９７，１００手数料３０４，２２４，３７２教育研究経費
３４，１８６，４５２寄付金６４，４１１，８２０管理経費
１８２，１２４，６４６補助金１，０４１，７６２借入金等利息
１０，１４７，３４１資産運用収入２，６１５，０９６資産処分差額
５，０８４，６３２事業収入

予備費
５６，３５８，９６５雑収入

１，１２７，０２３，８３６帰属収入合計９９９，７２３，０８５消費支出の部合計

△１６３，３９３，１７３基本金組入額
３６，０９２，４２２当年度消費支出超過額
１４４，８５５，１９３前年度繰越消費支出超過額

９６３，６３０，６６３消費収入の部合計１８０，９４７，６１５翌年度繰越消費支出超過額

消費収支計算書 （単位：円）

負 債 の 部資 産 の 部
金　額科　　目金　額科　　目
４５５，９４４，８５４　固定負債３，３４９，０５９，７１７固定資産
４７９，８０２，５９４　流動負債３，０７２，５１０，７６７　有形固定資産
９３５，７４７，４４８負債の部合計９３８，６２６，３６９　　土地

３，６４１，４１１，９７７　第１号　基本金１，３６８，５６１，５９８　　建物
３０，０００，０００　第３号　基本金７６５，３２２，８００　　その他の有形固定資産
６７，０００，０００　第４号　基本金２７６，５４８，９５０　その他の固定資産

３，７３８，４１１，９７７基本金の部合計
１，１４４，１５２，０９３流動資産
１，１０８，９７７，８８４　現金預金

△１８０，９４７，６１５翌年度繰越消費支出超過額３５，１７４，２０９　その他の流動資産

４，４９３，２１１，８１０
負債の部、基本金の部及
び消費収支差額の部合計

４，４９３，２１１，８１０資産の部合計

貸 借 対 照 表 （単位：円）

2008年度　決算報告　２００８年４月１日から２００９年３月３１日まで
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１．申込方法：１）お電話でお申込みください。　　電話番号　０９８-９４６-１２４０（総務課）
２）FAXでお申込みの方は、HP掲載の申込書をご利用になり、氏名等を
記入し、 下記宛に送信してください。　　FAX：０９８-９４６-１２４１
※E-mailでお申込の方は、HP掲載の申込書をダウンロード後、氏
名等を記入し、右記宛に 添付して送信して下さい。
 E-mail koukaiko-za@ocjc.ac.jp
◎定員に達し次第締め切らせていただきます。

２．受付期間： ３／８（月）～３／２６（金）まで　　※時間 ０９：００～１７：００（土日除く）
３．受講費用： ＜１０回＞一般６，２００円／割引３，２００円

　　　　　　　＜５回＞一般３，２００円／割引１，７００円
◎本学関係者・在学・卒業生、西原町在住者・勤務者、学生の方は割引あり。
◎一旦納入された受講料は払い戻しできません。

４．納　入　先：各講座開講当日に総務課窓口で納入してください。（１８：００～１８：５０）
５．開講条件：受講者の人数が少ないクラスは閉講することがあります。
                       この場合受講料は、お返しいたします｡
６．日　　程：諸事情により、講座日程が変更になる場合があります。
　　　　　　　講座が開始されましたら、担当講師にご確認下さい。
７．詳　　細：詳細は、本学のホームページをご覧下さい。　　http://www.ocjc.ac.jp

沖縄キリスト教学院　2010年度　前期公開講座募集要項
対象（定員）開設予定日／時間講座名（講師名）

ボランティアに興味がある方（11名以上)
4/15（木)～5/27（木)　5回
19：00～20：30

やってみよう！海外ボランティア
新垣　誠（本大学准教授）

家庭料理にLOHASの視点を取入れたい方
（20名）

4/16（金）～5/21（金）　5回
18：00～19：30

食べることから始めるLOHAS入門　～その調理方法について～
張本　文昭（本短期大学准教授）
兼島　育子（エコ・クッキングナビゲーター）
伊藤　芳子（LIVING LIFE MARKETPLACE主宰）

中学生～一般社会人（30名）
4/14（水）～7/7（水）　10回
19：00～20：30

宮良長包の生涯と音楽
大山　伸子（本短期大学教授）
泉　　惠得（琉球大学音楽科教授）

ハングルがある程度読め、今までに
学習したことのある方（11名以上）

4/12（月）～6/21（月）　10回
19：00～20：30

ハングル
金　永秀（本大学教授）

一般社会人、学生（15名）
4/16（金）～6/18（金）　10回
19：00～20：30

教会音楽合唱講座
神谷　智子（本短期大学非常勤講師）

一般社会人、学生、医療関係者（40名）
4/16（金）～6/18（金）　10回
19：00～20：30

心の健康管理　～メンタルヘルスケア～　（医療カウンセリング入門）
二神　一人（本学沖縄キリスト教平和研究所客員研究員・嬉野が丘
　サマリヤ人病院医療倫理カウンセラー）

一般社会人、大学生、保育士、幼稚園教
諭、小中学校教諭、児童英語講師（20名）

4/13（火）～6/22（火）　10回
19：00～20：30

小学校・児童英語指導者養成講座（初級コース）　　　　　　　
-Communicative Childcare Englishの基礎-
児童英語発達段階に沿った指導の展開
山里　米子（NPO法人沖縄児童英語研究会理事長）

一般社会人、学生（11名以上）
4/14（水）～6/30（水）　10回
19：00～20：30

社会人としてのコミュニケーション基礎スキル
豊見永　きおみ（生きるちからコミュニケーション塾）
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